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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、冷戦体制におけるヨーロ
ッパ国際秩序の再編問題を視野に入れつつ、
戦後アジア国際秩序の再編に目を向け、アジ
アにおける帝国の終焉（脱植民地化）とアメ
リカによるヘゲモニー支配、アジアの地域連
合という新体制への移行過程の特質を明ら
かにするために、国際的な経済援助が国民国
家としてのアジア諸国の自立化をどのよう
に導き、新たな国際体制にどのように編入し
たのか、その関連性を究明することにある。
具体的には、イギリスの影響力温存、アメリ
カのヘゲモニー的支配の進行、アジアの地域
的連合の形成の相互連関を意識しながら、国
際的なアジア経済援助計画であるコロン
ボ・プランとスターリング・バランスの処理、
国連・世界銀行及びアメリカの経済支援に着
目して、その計画を策定するに至った背景、
アジア諸国における開発プランの具体的内
容、そしてプランの執行とその実際の効果を
中心に総合的に検討することをめざしてい
る。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）研究の推進に当たって留意した点は、
まず基本的一次資料の存在形態と収集に力
を入れ、海外調査を積極的に実施した。特に
イギリスのナショナル・アーカイブ、ロンド
ン大学、イングランド銀行、ケンブリッジ大
学の各図書館、アメリカの公文書館、世界銀
行の資料室などにおける調査を行い、研究の

基盤を作った。 
 
（2）この資料調査とともに、国内の研究者
は言うに及ばず海外の協力者や研究者との
積極的な共同研究を実施してきた。初年度は
沖縄において、アジア国際秩序研究の整理を
行いつつアメリカからアジア外交の研究者
を招き、アメリカのアジア認識をめぐり議論
した。二年次には、仙台でイギリス（スター
リング・バランス、英印関係史、脱植民地化）、
ロシア（アジア政策）、アメリカ（アジア外
交史）の研究者６名を招き国際ワークショッ
プを開催した。このワークショップにおいて、
コロンボ・プランの役割とアジア国際秩序の
再編、アジアの自立性など基本的枠組みを確
認した。また台湾の國史館において台湾研究
者８名との国際ワークショップを開催し、ア
ジア側から見た国際援助に対する視点と問
題点を議論した。三年次には、ユトレヒト（オ
ランダ）の第 15 回国際経済史学会において
パネルデスカッションにエントリーして、グ
ローバルな視点から議論する機会を得た。さ
らに、インドのネルー大学で国際ワークショ
ップを開き、コモンウェルス体制の歴史的役
割を中心にアジアのリーダーシップについ
て検討する機会を得た。 
 
（3）その成果の一部を中間報告書 The 
Formation of the New International Order 
in Asia and the International-Aid Plan と
して英文叢書をまとめるとともに、台湾で実



施した国際ワークショップのプロシーディ
ン グ The Transformation of the 
International Order of Asia in 1950s and 
1960s を公開した。 
（4）これまでの研究の結果、①冷戦体制下
におけるアジアの国際秩序再編にはコロン
ボ・プランが非常に重要な役割を果たしたこ
と、②脱植民地化におけるイギリスの影響力
をコモンウェルス体制で維持しようとした
が、限界があったこと、③当初のアメリカの
関与が消極的であったが、1950 年代後半から
積極的に介入せざるを得なかったこと、④ア
ジア諸国、特にインドとオーストラリアの指
導力を発揮する体制が出来上がってきたこ
と、さらに⑤日本のコロンボ・プランへの参
加が東南アジア国際秩序再編において重要
な役割を果たしたことなどを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
 当初の計画では、基盤(B)で検討した「ア
ジアにおけるヘゲモニー転換」に関する研究
を継承して、国際政治経済史の視点から国際
援助計画に注目して、アジアの国際秩序の再
編を展望することを目指していたが、国内外
の国際ワークショップの開催や国際学会で
の発表により、プロジェクトメンバーだけで
はまとめきれなかったグローバルな問題を
国際的水準の高い研究者との議論によって、
より多角的な視点から研究を推進できたこ
とである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)これまでの研究成果を踏まえて、6月の社
会経済史学会において、1950 年代前半の援助
計画と国際秩序の再編の関連を、10 月には日
本国際政治学会において、コロンボ・プラン
の実施変容過程について、2 回報告を行う予
定でいる。 
 
(2)同時に、研究成果について、グローバル
な視点から評価を得るために、イギリスの出
版社から英文叢書を公刊するともに、日本語
による叢書をも出版することを検討中であ
る。 
 
(3)本研究で明らかにした点を踏まえた上で、
新たな課題として確認できた点、特にコロン
ボ・プランの拡大状況、他の支援計画との関
連、1970 年代への展望、コモンウェルスの変
容などについて検討をしていく予定でいる。 
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